
１．節の概要 ※●は評価主体

計 5 0

7

8

9

実績 実績

健康づくり懇話会の設置数
14か所 ― ―

③

①

②

④

1

担当課
事業費（千円）

総合評価R2年度

章（施策の柱）

分野別将来目標
（１０年後の八潮

市では）

施策評価シート（対象：R2年度実施施策)

節
健康福祉部

担当部
2
1

健康福祉・子育て
ともに支えあう、心豊かな健康づくり

●

２．実施結果

総合計画の体系

5556,282

― ― ― ―

健康増進課

事務事業数
概ね順調

0

― ― 19か所 ― ― ― ― 22か所

― 16か所 16か所 17か所

3 健康増進課

17か所 17か所

2心豊かな健康づくりの推進

保健サービスの充実

施策の内容

22,210 2

4

5

2 534,072 03

0

3

遅れ

0

順調
0

6

成果指標
 現状値 H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標計画・目標計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標

実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績

ヘルシーチェック受診者数(20歳～39歳の
市民を対象に市で行っている健康診査)

241人 ― ― ― ― 350人 ― ― ― ― 400人

― 317人 290人 343人 293人 228人

⑤
― ― ― ― ― ― ― ―

―

大腸がん検診受診率(40歳以上の市民を対
象に市で行っている検診)

35.60% ― ― ― ― 40% ― ― ― ― 50%

― 33.4％ 31.1％ 30.4％

市民は、自分自身の健康について関心をもち、自らの健康
づくりに主体的に取り組むとともに、地域の中でともに支
え合いながら、心豊かに健康でいきいきと暮らしていま
す。また、それぞれの年代に応じた健康に関する情報等を
いつでも手軽に入手しながら、身近なところで健康づくり
を実践しています。

基本目標

市民が日頃から健康づくりやスポーツに取り組み、健やかに暮らし
ています。病気やけがの際に安心して治療を受けられ、介護が必要
になっても適切に介護サービスを受けることができます。
また、年齢や所得、障がいの有無にかかわらず、誰もが地域の支え
合いの中でいきいきと暮らしています。
ライフスタイルに応じて子どもを安心して産み育てられる仕組み
や、地域で子どもを見守る環境が整い、若い世代が八潮市に魅力を
感じて暮らせるまちとなっています。

― ― ― ―

―

29.5% 25.7%
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（説明） 現状のまま推進 見直して推進 大幅に見直して推進

重点化(拡充) 縮小 その他

（説明）

課題はほとんどない ある程度課題がある 大きな課題がある

※施策（節）を推進する上で、次年度重点的に取り組む事業を5事業まで抽出

☆☆☆：順調（最終目標達成に向け、順調に成果があがっている） ☆：遅れ（このままでは、最終目標の達成が難しい）

☆☆：概ね順調（最終目標達成に向け、やや遅れているが概ね順調）

評価者名節

総合評価 02

健康福祉部

事務事業
節

評価主体が
推進する
施策の概要

４．節の評価（部が展開する節の総合評価）

　心豊かな健康づくりの推進では、新型コロナウイルス感染防止
対策を講じながら、第２次八潮市健康づくり行動計画に基づき健
康マイレージ事業や体力づくり講座等を実施するとともに、八潮
市いのち支える自殺対策計画に基づきゲートキーパー養成講座等
を実施した。しかし、健康スポーツまつりや健康づくり懇話会等
の一部事業については、感染拡大防止のため中止した。
　保健サービスの充実においても感染防止対策を講じながら、乳
幼児健診等の母子保健事業、がん検診等の健康増進事業、各種の
定期予防接種事業を実施し、加えて、臨時接種として実施するこ
ととなった新型コロナウイルスワクチン接種について、医師会等
と接種体制を構築しながら準備を行った。

　心豊かな健康づくりの推進では、第２次八潮市健康づくり行動
計画に基づき、市民が主体的に健康づくりに取り組めるよう、積
極的な情報発信と各種健康づくり事業を随時見直しながら着実に
実施する。また、市と協働で健康づくり事業を推進する自主グ
ループ等の担い手を育成する仕組みを検討する。
　保健サービスの充実では、母子保健事業においては、市関係部
署や関係機関との連携強化を図りながら「子育て世代包括支援セ
ンター」を運営し、妊娠期から子育て期まで切れ目のない支援体
制の充実を図るため、産後ケア事業の実施に向けて検討する。健
康増進事業においては、あらゆる機会を通じ、健康の保持増進や
健(検)診の必要性について普及啓発し、各種健(検)診の受診率向
上と講座等の事業参加者の増加を図る。予防接種事業において
は、新型コロナウイルスワクチン接種を含め、委託医療機関と連
携しながら安全かつ円滑な予防接種事業を行う。

1

2

1

香山　庸子

【心豊かな健康づくりの推進】市民自らが主体的に健康づくりに取り組むことができるよう、健康意識の啓発や地域の実情に合った情報等を提供する
とともに、地域住民や町会・自治会、ボランティア等と協働し、健康づくり事業を行う。
【保健サービスの充実】子どもから高齢者までそれぞれのライフステージに応じた健康づくりを支援するため、妊娠、出産、育児まで切れ目のない母
子保健事業を展開するとともに、健康増進事業、予防接種事業を充実させる。また、医療や福祉の関係機関と連携し、市民の健康づくりを支援する体
制を強化する。

施策の
展開方針

ともに支えあう、心豊かな健康づくり

01

３．節の分析（部が展開する節の分析）

課題

章（施策の柱）総合計画
の体系

健康福祉・子育て

施策の
実施状況

健康増進事業

01

01

02

4 02

01

　心豊かな健康づくりの推進では、幅広い世代への意識啓発のた
め、様々な手段により健康情報を発信するとともに身近なところ
で気軽に健康づくりに取り組める環境整備が必要である。また、
健康づくりを推進するには、市民が主体となって取り組めるよう
仲間づくりや仕組みづくりが必要である。
　保健サービスの充実では、母子保健事業においては妊娠期から
子育て期まで切れ目のない支援体制の更なる充実、健康増進事業
においてはヘルシーチェックやがん検診の受診率向上に向けた積
極的な取組が必要である。また、引き続き新型コロナウイルス感
染防止対策を講じながら事業を進めるとともに、新型コロナウイ
ルスワクチン接種について、安全かつ円滑に進める必要がある。

01

5 保健サービスの充実

保健サービスの充実

02

母子保健事業02

方向性

02

評価主体（部名）

01
　新型コロナウイルス感染拡大により一部事業を中止したり受診
率が低下した検診はあったが、健康づくり推進事業では健康マイ
レージ事業に多くの市民が参加したこと、母子保健事業では子育
て世代包括支援センターを円滑に運営したこと、健康増進事業及
び予防接種事業ではコロナ禍においても健診（検診）や予防接種
の必要性を周知しながら積極的に受診勧奨を行い、新型コロナワ
クチン接種の準備を進めたことから概ね順調とした。

５．今後の方針（部が展開する節の方針）

●

評価理由

予防接種事業

■重点事業（部で5事業まで）

●

■

施策の内容
施策

施策コード

章

2

3

02

02

01

☆☆
概ね順調

心豊かな健康づくりの推進 健康づくり推進事業

保健サービスの充実

心豊かな健康づくりの推進 保健センター管理運営事業

44



※■は評価主体を表す

1 ■

2 ■

3 ■

4 ■

5 ■

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

増加

健康福祉部

現状のまま継続

2,353

☆☆

【別紙】節を構成する事務事業の評価結果（対象年度R2年度）

主
体 担当部 担当課

増加

健康増進課

健康増進課

増加67,282
現状のまま継続 増加

☆☆

健康増進課

健康福祉部

01

NO.1

02 予防接種事業

公
約

01

02

02

01

健康福祉部

○

健康増進課

健康福祉部

健康福祉部

■

（決算額：千円）

■ 105,527

健康増進課

■

01

章

■

施策節
戦
略

■

健康増進事業

母子保健事業

主
要

施策コード

01

保健センター管理運営事業

事務事業名

健康づくり推進事業

01

01

0202

02

02

02

部の事業費計556,281

○ 見直して継続

19,857 現状のまま継続

○

○

【課題】―：課題はほとんどない，○：ある程度課題がある，●：大きな課題がある　/【総合評価】☆☆☆：順調，☆☆：概ね順調，☆：遅れ

☆☆

R2年度事業費
総合評価

○ ☆☆

☆☆

増加見直して継続

増加

課題

361,262

事業費

投入資源
方向性

増加

現状維持

増加

現状維持

労働量
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１．節の概要 ※●は評価主体

計 3 0

7

8

9

実績 実績

かかりつけ医（歯科医を含む）を持つ市民
の割合

－ ― ―

③

①

②

④

1

担当課
事業費（千円）

総合評価R2年度

章（施策の柱）

分野別将来目標
（１０年後の八潮

市では）

施策評価シート（対象：R2年度実施施策)

節
健康福祉部

担当部
2
2

健康福祉・子育て
いのちを守る医療体制づくり

●

２．実施結果

総合計画の体系

326,583

― ― ― ―

健康増進課

事務事業数
概ね順調

0

― ― 50% ― ― ― ― 60%

― － － 44.3%

2 健康増進課

－ －

1地域医療提供体制の充実

地域救急医療体制の整備

施策の内容

11,364 1

4

5

2 15,219 02

0

3

遅れ

0

順調
0

6

成果指標
 現状値 H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標計画・目標計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標

実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績

― ― ― ― ― ― ― ―

―

⑤
― ― ― ― ― ― ― ―

―

― ― ― ― ― ― ― ―

―

市民は、かかりつけ医を持ち、日頃から健康について医療
機関に相談し、自分自身の健康管理に努めています。ま
た、救急医療体制が整備され、市民は救急時に適切に医療
機関を受診でき、安心して暮らしています。

基本目標

市民が日頃から健康づくりやスポーツに取り組み、健やかに暮らし
ています。病気やけがの際に安心して治療を受けられ、介護が必要
になっても適切に介護サービスを受けることができます。
また、年齢や所得、障がいの有無にかかわらず、誰もが地域の支え
合いの中でいきいきと暮らしています。
ライフスタイルに応じて子どもを安心して産み育てられる仕組み
や、地域で子どもを見守る環境が整い、若い世代が八潮市に魅力を
感じて暮らせるまちとなっています。

― ― ― ―

―
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（説明） 現状のまま推進 見直して推進 大幅に見直して推進

重点化(拡充) 縮小 その他

（説明）

課題はほとんどない ある程度課題がある 大きな課題がある

※施策（節）を推進する上で、次年度重点的に取り組む事業を5事業まで抽出

☆☆☆：順調（最終目標達成に向け、順調に成果があがっている） ☆：遅れ（このままでは、最終目標の達成が難しい）

☆☆：概ね順調（最終目標達成に向け、やや遅れているが概ね順調）

評価者名節

総合評価 02

健康福祉部

事務事業
節

評価主体が
推進する
施策の概要

４．節の評価（部が展開する節の総合評価）

　地域医療提供体制の充実では、地域の医療機関との協力体制を
円滑にし、保健衛生、地域医療を促進するため、地域医療団体及
び在宅歯科診療整備事業に対し補助金を交付した。また、「産科
誘致に係る支援方針」に基づき、周知を行うとともに産科開設希
望者への相談等の対応を行った。
　地域救急医療体制の整備では、市民の救急時医療に対応するた
め、初期救急医療機関である「八潮市立休日診療所」を新型コロ
ナウイルス感染予防対策を講じながら開設した。また、埼玉県東
部南地区の第二次救急医療に協力する医療機関に対し運営支援を
行った。

　地域医療提供体制の充実では、かかりつけ医を持つ市民の割合
を高めるため、かかりつけ医の必要性について、様々な機会を捉
えて積極的に周知するとともに、地域医療団体及び在宅歯科診療
整備事業に対する補助金交付などにより、地域医療提供体制の充
実を図る。また、「産科誘致に係る支援方針」に基づき、支援内
容の情報発信や産科開設に係る相談等を行う。
　地域救急医療体制の整備では、埼玉県東部南地区第二次救急医
療対策協議会などを通じて、救急医療提供体制の充実に努めると
ともに、市民に救急医療に関する相談窓口等の情報を提供し、適
切な医療サービスが効率的に受けられる環境整備に努める。ま
た、初期救急を担う公的医療機関として、休日診療所の安定的な
運営の確保に努めるとともに、新型コロナウイルスの感染予防対
策を講じながら適切な診療を行う。

2

2

1

香山　庸子

【地域医療提供体制の充実】市民が自ら健康管理を行うため、地域の医療機関との協力体制の充実を図りながら、かかりつけ医（歯科医も含む）の定
着を推進する。また、専門的な医療機関（産科等）の誘致活動を推進する。
【地域救急医療体制の整備】初期救急医療体制を確立するため、休日診療所の円滑な運営に努める。また、埼玉県東部南地区の第二次救急医療に協力
する医療機関に対し、運営や設備整備のための支援を行うとともに、相談窓口を周知するなど、救急医療体制の充実に努める。

施策の
展開方針

いのちを守る医療体制づくり

02

３．節の分析（部が展開する節の分析）

課題

章（施策の柱）総合計画
の体系

健康福祉・子育て

施策の
実施状況

02

02

4

　地域医療提供体制の充実では、日ごろの健康管理や病気の早期
発見、早期治療のため、かかりつけ医の必要性について、これま
で以上に市民の意識を高める必要がある。また、専門的な医療機
関として産婦人科の確保が求められている。
　地域救急医療体制の整備では、休日診療所の運営について、新
型コロナウイルス感染防止対策を講じながら安全で適切に運営す
る必要がある。

5

02

救急医療対策事業02

方向性

02

評価主体（部名）

01

　いのちを守る医療体制づくりでは、地元医師会・歯科医師会な
どとの連携・協力により、地域医療及び救急医療に係る事業等が
概ね順調に展開された。

５．今後の方針（部が展開する節の方針）

●

評価理由

■重点事業（部で5事業まで）

施策の内容
施策

施策コード

章

●

2

3

02

☆☆
概ね順調

地域医療提供体制の充実 地域医療促進事業

地域救急医療体制の整備

地域救急医療体制の整備 休日診療所運営事業
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※■は評価主体を表す

1 ■

2 ■

3 ■

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

現状維持

現状のまま継続

11,364

【別紙】節を構成する事務事業の評価結果（対象年度R2年度）

主
体 担当部 担当課

健康増進課

NO.1

公
約

02

02

■

01

健康福祉部

健康増進課

　 健康福祉部

健康福祉部

■

（決算額：千円）

■ 5,384

健康増進課

章

■

施策節
戦
略

■

救急医療対策事業

主
要

施策コード

02

休日診療所運営事業

事務事業名

地域医療促進事業

02

02

0202

02

部の事業費計26,583

9,835 現状のまま継続

○

○

【課題】―：課題はほとんどない，○：ある程度課題がある，●：大きな課題がある　/【総合評価】☆☆☆：順調，☆☆：概ね順調，☆：遅れ

☆☆

R2年度事業費
総合評価

○ ☆☆

☆☆

増加現状のまま継続

課題
事業費

投入資源
方向性

現状維持

削減

現状維持

現状維持

労働量
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１．節の概要 ※●は評価主体

計 3 0

7

8

9

実績 実績

特定健康診査受診率
（国の現行基準における市町村国民健康保
険の目標値60％）

0.372 ― ―

③

①

②

④

1

担当課
事業費（千円）

総合評価R2年度

章（施策の柱）

分野別将来目標
（１０年後の八潮

市では）

施策評価シート（対象：R2年度実施施策)

節
健康福祉部

担当部
2
3

健康福祉・子育て
誰もが安心して生活できる社会づくり

●

２．実施結果

総合計画の体系

710,383,148

― ― ― ―

国保年金課

事務事業数
概ね順調

2

― ― 60% ― ― ― ― 60%

― 37 38.3 37.8

1 国保年金課

38.6

2国民健康保険制度の適切な運用

後期高齢者医療制度の適切な運用

国民年金制度の理解促進

施策の内容

8,495,561 4

4

5

2 1,880,830 02

16,757

4

国保年金課3

遅れ

0

1

1

順調
0

0

6

成果指標
 現状値 H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標計画・目標計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標

実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績

特定保健指導実施率
（国の現行基準における市町村国民健康保
険の目標値60％）

8.60% ― ― ― ― 60% ― ― ― ― 60%

― 7.9 18.1 8.4 13.2

⑤
― ― ― ― ― ― ― ―

―

― ― ― ― ― ― ― ―

―

国民健康保険制度や後期高齢者医療制度が安定的に運用さ
れ、市民は必要な医療保険サービスを受けることができて
います。また、国民年金制度に対する理解が進み、市民が
制度に基づき年金を受給することができています。

基本目標

市民が日頃から健康づくりやスポーツに取り組み、健やかに暮らし
ています。病気やけがの際に安心して治療を受けられ、介護が必要
になっても適切に介護サービスを受けることができます。
また、年齢や所得、障がいの有無にかかわらず、誰もが地域の支え
合いの中でいきいきと暮らしています。
ライフスタイルに応じて子どもを安心して産み育てられる仕組み
や、地域で子どもを見守る環境が整い、若い世代が八潮市に魅力を
感じて暮らせるまちとなっています。

― ― ― ―

―
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（説明） 現状のまま推進 見直して推進 大幅に見直して推進

重点化(拡充) 縮小 その他

（説明）

課題はほとんどない ある程度課題がある 大きな課題がある

※施策（節）を推進する上で、次年度重点的に取り組む事業を5事業まで抽出

☆☆☆：順調（最終目標達成に向け、順調に成果があがっている） ☆：遅れ（このままでは、最終目標の達成が難しい）

☆☆：概ね順調（最終目標達成に向け、やや遅れているが概ね順調）

評価者名節

総合評価 02

健康福祉部

事務事業
節

評価主体が
推進する
施策の概要

４．節の評価（部が展開する節の総合評価）

　国民健康保険制度の適切な運用では、医療費の適正化に努める
とともに税収を含めた自主財源の確保を図った。
　後期高齢者医療制度の適切な運用では、埼玉県後期高齢者医療
広域連合との連携を図り、保険料の確保等の適切な運用に努め
た。
　国民年金制度の理解促進では、年金制度の周知に努めるととも
に、市民から提出された書類の進達などを行った。

　国民健康保険事業では、第２期八潮市国民健康保険保健事業実
施計画（データヘルス計画）の中間評価を踏まえ、より一層の医
療費適正化と被保険者の健康の保持・増進に努める。また、第３
期八潮市特定健康診査等実施計画に基づき、特定健康診査・特定
保健指導の受診率（実施率）の向上に努める。
　さらに、令和９年度の保険税水準の統一に向け、計画的に必要
な措置を講じていく。
　後期高齢者医療制度では、制度改正の動向を注視しつつ、埼玉
県後期高齢者医療広域連合との連携を図り、制度の適切な運用に
努める。
　国民年金制度では、日本年金機構と連携しながら、様々な制度
改正に係る周知や、国民年金制度に対する理解の促進を図り、市
民の年金受給権の確保に努める。

3

2

1

香山　庸子

【国民健康保険制度の適切な運用】国民健康保険制度の都道府県単位での運営への移行を踏まえつつ、県と市町村との適切な役割分担に基づき、医療
費適正化に向けた取組や保険給付の実施、必要な財源の確保等、国民健康保険制度の適切な運用に努める。
【後期高齢者医療制度の適切な運用】埼玉県後期高齢者医療広域連合との連携を図り、保健事業の実施や保険料の徴収等、後期高齢者医療制度の適切
な運用に努める。
【国民年金制度の理解促進】日本年金機構との連携を図り、広報紙やホームページの活用、年金相談等を通じて、国民年金制度の理解促進に努める。

施策の
展開方針

誰もが安心して生活できる社会づくり

03

３．節の分析（部が展開する節の分析）

課題

章（施策の柱）総合計画
の体系

健康福祉・子育て

施策の
実施状況

国民健康保険支援事業

03

01

02

4 01

03

　国民健康保険事業では、被保険者数の減少傾向に伴い国保税が
減少している中、1人当たりの医療費は増加傾向であり、安定的な
国保運営を行うためには、定期的な税率の見直しが必要である。
また、保険税水準の統一に向け、様々な課題の対応策が求められ
る。
　後期高齢者医療制度では、高齢化の進行等により、医療費が増
加傾向にある中、その財源となる保険料の収納強化に努める必要
がある。
　国民年金制度では、保険料免除制度の拡充など、様々な制度改
正に対し日本年金機構と連携しながら、適切に対応することが求
められている。

03

5 後期高齢者医療制度の適切な運用

国民健康保険制度の適切な運用

02

国民健康保険医療費給付事業01

方向性

02

評価主体（部名）

01
　国民健康保険事業では、特定健診・特定保健指導の受診率・実
施率において目標値との乖離はあるものの、徐々に受診率等は向
上している。後期高齢者医療制度と国民年金制度では、関係機関
との連携により、適切な運用が図られた。
また、国保税、後期保険料及び国民年金において、新型コロナウ
イルス感染症の影響に伴う減免等について、適切に事務処理を
行った。

５．今後の方針（部が展開する節の方針）

●

評価理由

後期高齢者医療保険事務

■重点事業（部で5事業まで）

　

施策の内容
施策

施策コード

章

●

2

3

02

02

03

☆☆
概ね順調

国民健康保険制度の適切な運用 国民健康保険保健事業

国民健康保険制度の適切な運用

国民健康保険制度の適切な運用 国民健康保険税賦課事務
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※■は評価主体を表す

1 ■

2 ■

3 ■

4 ■

5 ■

0 ■

0 ■

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

増加

健康福祉部

現状のまま継続

80,984

☆☆
現状のまま継続

☆☆☆

増加

【別紙】節を構成する事務事業の評価結果（対象年度R2年度）

主
体 担当部 担当課

増加

国保年金課

国保年金課

現状維持595,874
現状のまま継続 増加

☆☆☆

☆☆☆国保年金課

国保年金課

国保年金課

健康福祉部

03

○

NO.1

現状のまま継続

02 ■後期高齢者医療保険事務

公
約

03

02

02

01

健康福祉部

－

890,162

国保年金課

■ 健康福祉部

健康福祉部

03 02

02

02

（決算額：千円）

7,749,653

健康福祉部

健康福祉部

国保年金課

■後期高齢者医療費等法定負担事務

03 国民年金事務

03

章 施策節
戦
略

■

国民健康保険支援事業

国民健康保険医療費給付事業

主
要

施策コード

03

国民健康保険税賦課事務

事務事業名

国民健康保険保健事業

03

01

0102

02

03

02

01

部の事業費計10,383,147

－ 現状のまま継続

69,051 見直して継続

○

○

6,757

【課題】―：課題はほとんどない，○：ある程度課題がある，●：大きな課題がある　/【総合評価】☆☆☆：順調，☆☆：概ね順調，☆：遅れ

☆☆☆

R2年度事業費
総合評価

○

現状維持 現状維持

☆☆

－

☆☆

増加見直して継続

現状維持

現状維持

課題

990,668

事業費

投入資源
方向性

現状維持

現状維持

現状維持

現状維持

労働量
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１．節の概要 ※●は評価主体

計 4 1

7

8

9

実績 実績

スポーツ教室の開催数と参加者数

5教室
98人

― ―

③

①

②

④

1

担当課
事業費（千円）

総合評価R2年度

章（施策の柱）

分野別将来目標
（１０年後の八潮

市では）

施策評価シート（対象：R2年度実施施策)

節
市民活力推進部

担当部
2
4

健康福祉・子育て
スポーツ・レクリエーションに親しめる環境づくり

●

２．実施結果

総合計画の体系

5104,556

― ― ― ―

スポーツ振興課

事務事業数
概ね順調

0

― ―
7教室
140人

― ― ― ―
10教室
200人

―
6教室
99人

38教室
717人

41教室
843人

1 スポーツ振興課

27教室
616人

6教室
151人

0

1スポーツ・レクリエーション活動の推進

スポーツ・レクリエーション活動体制の充実

スポーツ・レクリエーション施設の充実

スポーツ・レクリエーション団体の育成

施策の内容

2,951 2

4

5

2 305 01

1

1

95,406

5,894

0

0

スポーツ振興課

スポーツ振興課3

遅れ

1

0

1

0

順調
1

0

6

成果指標
 現状値 H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標計画・目標計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標

実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績

スポーツ・レクリエーション指導者数
10人 ― ― ― ― 15人 ― ― ― ― 20人

― 11人 11人 2人 1人 1人

⑤
― ― ― ― ― ― ― ―

―

― ― ― ― ― ― ― ―

―

市民の誰もが、気軽にスポーツ・レクリエーションに親し
み、体を動かすことの楽しさを実感し、体力の維持向上、
ストレスからの開放等、心身ともに健康で楽しく毎日を過
ごしています。

基本目標

市民が日頃から健康づくりやスポーツに取り組み、健やかに暮らし
ています。病気やけがの際に安心して治療を受けられ、介護が必要
になっても適切に介護サービスを受けることができます。
また、年齢や所得、障がいの有無にかかわらず、誰もが地域の支え
合いの中でいきいきと暮らしています。
ライフスタイルに応じて子どもを安心して産み育てられる仕組み
や、地域で子どもを見守る環境が整い、若い世代が八潮市に魅力を
感じて暮らせるまちとなっています。

― ― ― ―

―
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（説明） 現状のまま推進 見直して推進 大幅に見直して推進

重点化(拡充) 縮小 その他

（説明）

課題はほとんどない ある程度課題がある 大きな課題がある

※施策（節）を推進する上で、次年度重点的に取り組む事業を5事業まで抽出

☆☆☆：順調（最終目標達成に向け、順調に成果があがっている） ☆：遅れ（このままでは、最終目標の達成が難しい）

☆☆：概ね順調（最終目標達成に向け、やや遅れているが概ね順調）

評価者名節

総合評価

市民活力推進部

事務事業
節

評価主体が
推進する
施策の概要

４．節の評価（部が展開する節の総合評価）

(1) スポーツ教室では、コロナ禍でほとんどの教室が中止となっ
たが、新たな取組として、動画配信による教室を実施した。
(2) 人材・団体の育成では、コロナ禍で指導者講習会を開催する
ことができなかった。一方、スポーツ団体に対しコロナ感染症予
防に要する経費を対象に支援金を交付した。
(3) 施設運営では、コロナ感染対策として、施設利用時の遵守事
項（ガイドライン）を定め、利用者に対する感染対策の徹底と消
毒液や扇風機などによる施設の感染対策を徹底した。
(4) スポーツイベントでは、駅伝大会中止に伴う新たな取組とし
て、「やしお８４０大マラソン大会」を企画したが、コロナ禍で
中止となった。

「八潮市スポーツ推進計画」に基づき、次の各施策に取り組む。
(1)「スポーツへの参加機会の充実」では、子どもから成人、高
齢者など、だれもがスポーツを楽しめる機会の充実を図る。
(2)「スポーツ活動を支える人材と団体の育成」では、スポーツ
団体等と連携し、スポーツ活動を支える担い手の発掘・育成とス
ポーツ団体への支援を行う。
(3)「スポーツの場の充実」では、安全で安心して利用できる施
設であるとともに、ニーズに合わせた施設となるよう、適切な維
持管理と施設の充実に努める。また、多くの施設に老朽化が見受
けられ、改修が必要となっていることから、優先順位を定め、計
画的に修繕を行う。
(4)「スポーツを通じたまちづくり」では、「新しい生活様式」
を踏まえたスポーツイベントの開催に向けた検討・対策を講じる
とともに、スポーツに関する情報発信やトップアスリートとの交
流・支援等のほか、子どもの競技力向上等を通じたジュニアアス
リートの発掘・育成に努める。

4

2

1

鈴木圭介
平成31年3月に策定した「八潮市スポーツ推進計画」に基づき、次の各施策に取り組む。
(1)「スポーツへの参加機会の充実」では、子どもから成人、高齢者など、だれもがスポーツを楽しめる機会の充実を図る。(2)「スポーツ活動を支え
る人材と団体の育成」では、スポーツ団体等と連携し、スポーツ活動を支える担い手の発掘・育成とスポーツ団体への支援を行う。
(3)「スポーツの場の充実」では、安全で安心して利用できる施設であるとともに、ニーズに合わせた施設となるよう、適切な維持管理と施設の充実
に努める。(4)「スポーツを通じたまちづくり」では、スポーツイベントによる地域活性化、スポーツに関する情報発信やトップアスリートとの交
流・支援等のほか、子どもの競技力向上等を通じたジュニアアスリートの発掘・育成に取り組む。

施策の
展開方針

スポーツ・レクリエーションに親しめる環境づくり

３．節の分析（部が展開する節の分析）

課題

章（施策の柱）総合計画
の体系

健康福祉・子育て

施策の
実施状況

●

4

(1) スポーツ教室では、コロナ禍においても提供できるプログラ
ムの企画や対応できる講師の確保など、安定的な運営の確立が課
題となっている。
(2) 人材・団体の育成では、少子・高齢化等を背景に、スポーツ
団体の新たな担い手の発掘や、時代にあった指導力の向上を図る
必要がある。
(3) 施設運営では、新スポーツ施設の早期整備や、経年劣化によ
り老朽化が顕在化している既存施設の計画的な改修等を行う必要
がある。
(4) スポーツ情報の発信では、電子媒体を含めた様々な媒体を活
用し、新しい生活様式等を踏まえた展開を進める必要がある。

5

方向性

評価主体（部名）

(1) スポーツ教室では、新たな試みとして動画配信による教室を
実施し好評を博した。(2) 人材・団体の育成では、指導者講座は
中止したものの、講師と次年度に向けた検討を行った。また、コ
ロナ禍における各団体の感染対策を支援した。(3) 施設運営で
は、施設利用時の遵守事項（ガイドライン）を定め、コロナウイ
ルス感染対策を講じた。(4) スポーツ情報の発信では、市内在住
トップアスリートとの協働による動画配信等を実施した。

５．今後の方針（部が展開する節の方針）

評価理由

■重点事業（部で5事業まで）

●

■

施策の内容
施策

施策コード

章

2

3

☆☆
概ね順調
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※■は評価主体を表す

0 ■

0 ■

0 ■

0 ■

0 ■

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

現状維持

市民活力推進部

現状のまま継続

2,951

☆☆

【別紙】節を構成する事務事業の評価結果（対象年度R2年度）

主
体 担当部 担当課

増加

スポーツ振興課

スポーツ振興課■

現状維持5,894

見直して継続 増加

☆☆

スポーツ振興課

市民活力推進部

04

NO.1

02 体育施設管理運営事業

公
約

04

02

■

02

01

市民活力推進部

●

スポーツ振興課

市民活力推進部

市民活力推進部

■

（決算額：千円）

■ 305

スポーツ振興課

04

章

■

施策節
戦
略

■

スポーツ・レクリエーション団体支援事業

スポーツ指導者支援事業

主
要

施策コード

04

スポーツ大会事業

事務事業名

スポーツ振興事業

04

01

0202

02

04

03

部の事業費計104,557

○ 見直して継続

0 見直して継続

○

●

【課題】―：課題はほとんどない，○：ある程度課題がある，●：大きな課題がある　/【総合評価】☆☆☆：順調，☆☆：概ね順調，☆：遅れ

☆

R2年度事業費
総合評価

○ ☆☆

☆☆

現状維持見直して継続

現状維持

課題

95,406

事業費

投入資源
方向性

現状維持

増加

現状維持

現状維持

労働量
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１．節の概要 ※●は評価主体

計 0 0

7

8

9

実績 実績

ボランティア活動団体登録数
89団体 ― ―

③

①

②

④

1

担当課
事業費（千円）

総合評価R2年度

章（施策の柱）

分野別将来目標
（１０年後の八潮

市では）

施策評価シート（対象：R2年度実施施策)

節
健康福祉部

担当部
2
5

健康福祉・子育て
互いに支え合い誰もが安心して暮らせる社会づくり

●

２．実施結果

総合計画の体系

82,607,338

― ― ― ―

社会福祉課、長寿介護課

事務事業数
概ね順調

2

― ― 108団体 ― ― ― ― 118団体

― 96団体 108団体 111団体

0 社会福祉課

99団体 100団体

0

0相互扶助意識の高揚

地域福祉環境の整備

生活の安定のための支援

地域福祉活動の充実

施策の内容

17,598 2

4

5

2 0 01

3

2

2,518,842

70,898

3

8

社会福祉課

社会福祉課3

遅れ

0

1

0

2

順調
0

0

6

成果指標
 現状値 H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標計画・目標計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標

実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績

就労支援プログラムに基づく就労率
46.60% ― ― ― ― 47.60% ― ― ― ― 48.60%

― 58.9% 56.2% 50.0% 29.2% 3.6%

⑤
― ― ― ― ― ― ― ―

―

― ― ― ― ― ― ― ―

―

地域の一人ひとりが、人と地域の絆を大切にし、互いに支
え合うことにより、誰もが安心して笑顔でいきいきと生活
を送っています。また、経済的に困窮し最低限度の生活を
維持することができない市民やそのおそれのある市民が、
包括的な相談や支援を受けながら、自立し安定した生活を
送っています。

基本目標

市民が日頃から健康づくりやスポーツに取り組み、健やかに暮らし
ています。病気やけがの際に安心して治療を受けられ、介護が必要
になっても適切に介護サービスを受けることができます。
また、年齢や所得、障がいの有無にかかわらず、誰もが地域の支え
合いの中でいきいきと暮らしています。
ライフスタイルに応じて子どもを安心して産み育てられる仕組み
や、地域で子どもを見守る環境が整い、若い世代が八潮市に魅力を
感じて暮らせるまちとなっています。

― ― ― ―

―
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（説明） 現状のまま推進 見直して推進 大幅に見直して推進

重点化(拡充) 縮小 その他

（説明）

課題はほとんどない ある程度課題がある 大きな課題がある

※施策（節）を推進する上で、次年度重点的に取り組む事業を5事業まで抽出

☆☆☆：順調（最終目標達成に向け、順調に成果があがっている） ☆：遅れ（このままでは、最終目標の達成が難しい）

☆☆：概ね順調（最終目標達成に向け、やや遅れているが概ね順調）

評価者名節

総合評価 02

健康福祉部

事務事業
節

評価主体が
推進する
施策の概要

４．節の評価（部が展開する節の総合評価）

①相互扶助意識の高揚では、市内の福祉ボランティア団体・ボラ
ンティア推進校の協力を得ながら、八潮市社会福祉協議会との共
催による「高齢者と障がい者のスポーツの祭典」を実施する予定
だったが新型コロナウイルス感染症のため中止した。②地域福祉
環境の整備では、第2期八潮市地域福祉計画に基づき、地域福祉の
推進に向け啓発等を行った。③地域福祉活動の充実では、八潮市
社会福祉協議会と連携しながら、地域福祉に関する各種ボラン
ティア活動への支援を行うとともに、民生委員・児童委員活動が
円滑に行えるよう支援を行った。④生活の安定のための支援で
は、生活困窮者自立支援相談件数が1399件、住居確保金を60人に
支給した。また、生活保護事業の就労支援により7人が就労した。

① 相互扶助意識の高揚及び③ 地域福祉活動の充実では、地域福
祉の担い手の中心的な存在である八潮市社会福祉協議会、八潮市
民生委員・児童委員協議会や各種福祉ボランティア団体との連
携・支援などを通じ、さらなる充実に努める。
② 地域福祉環境の整備では、八潮市地域福祉計画に位置付けら
れた、「高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画」、「障がい者
行動計画・障がい福祉計画」、「子ども・子育て支援事業計画」
等の進捗管理などに努める。
④ 生活の安定のための支援として生活保護制度や生活困窮者に
関する事業を実施しているが、新型コロナウイルス感染症などが
大きく影響するため、社会情勢を踏まえ、他法他施策の活用を図
るなど事業の適切な運用に努める。

5

2

1

香山　庸子

①相互扶助意識の高揚:八潮市社会福祉協議会との共催による「高齢者と障がい者のスポーツの祭典」といった交流事業を開催し、市民の地域福祉活
動の増進及び相互扶助意識の高揚を図る。②地域福祉環境の整備:八潮市地域福祉計画に基づき地域福祉の推進に関する各種事業を実施し、人と地域
の絆の再生を図り、互いに支え合う地域づくりを推進する。③地域福祉活動の充実:地域福祉の推進に欠かせない八潮市社会福祉協議会や民生委員・
児童委員に対する支援を行い地域福祉活動の推進を図る。④生活の安定のための支援:生活保護制度・生活困窮者自立支援事業の適切な運営を図る。

施策の
展開方針

互いに支え合い誰もが安心して暮らせる社会づくり

05

３．節の分析（部が展開する節の分析）

課題

章（施策の柱）総合計画
の体系

健康福祉・子育て

施策の
実施状況

05

04

4

地域福祉の推進においては、自助・互助・共助・公助という役割
分担のもと、地域における多様な主体がそれぞれの役割を担いな
がら協働し、福祉の力を高める地域づくりが求められている。
今後においても、八潮市地域福祉計画に位置付けられた「高齢者
保健福祉計画・介護保険事業計画」、「障がい者行動計画・障が
い福祉計画」、「子ども・子育て支援事業計画」や、生活困窮者
自立支援事業、生活保護制度に係る各事業展開などの取組が必要
である。

5

02

セーフティネット支援対策事業04

方向性

02

評価主体（部名）

04

八潮市社会福祉協議会や八潮市民生委員・児童委員協議会等への
支援を行うとともに、八潮市社会福祉協議会や八潮市民生委員・
児童委員協議会との連携・協働のもと八潮市地域福祉計画に基づ
く各種事業に取り組むことで地域福祉の推進が図られており、施
策内の各事業も順調に進んでいる。

５．今後の方針（部が展開する節の方針）

●

評価理由

■重点事業（部で5事業まで）

●

■

施策の内容
施策

施策コード

章

2

3

05

☆☆☆
順調

生活の安定のための支援 生活保護事業

生活の安定のための支援

生活の安定のための支援 生活困窮者自立支援事業
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※■は評価主体を表す

0 ■

0 ■

0 ■

0 ■

0 ■

2 ■

3 ■

1 ■

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

現状維持

健康福祉部

社会福祉課

現状のまま継続

14,734

現状維持

☆☆☆
見直して継続

☆☆☆

現状維持

現状維持健康福祉部

【別紙】節を構成する事務事業の評価結果（対象年度R2年度）

主
体 担当部 担当課

現状維持

社会福祉課

社会福祉課

現状維持60,044
現状のまま継続 現状維持

☆☆☆

☆☆☆社会福祉課

☆☆☆

社会福祉課

長寿介護課

健康福祉部

05 ■

05

○

NO.1

●

現状のまま継続

02 ■民生委員・児童委員協議会補助事業

公
約

05

02

■

02

01

健康福祉部

○

48,600

社会福祉課

健康福祉部

健康福祉部

05 04

02

02

02

（決算額：千円）

健康福祉部

健康福祉部

社会福祉課

■生活困窮者自立支援事業

04 セーフティネット支援対策事業

生活保護事業

■

05

章 施策節
戦
略

社会福祉協議会補助事業

支援体制整備事業

主
要

施策コード

05

社会福祉事業

事務事業名

葬祭助成事業

05

01

0202

02

05

03

03

04

部の事業費計2,607,338

○ 見直して継続

現状のまま継続2,450,117

2,864 現状のまま継続

○

○

20,125

【課題】―：課題はほとんどない，○：ある程度課題がある，●：大きな課題がある　/【総合評価】☆☆☆：順調，☆☆：概ね順調，☆：遅れ

☆☆☆

R2年度事業費
総合評価

○

現状維持 現状維持

☆☆☆

○

☆☆☆

増加現状のまま継続

増加

増加

課題

10,854

事業費

投入資源
方向性

現状維持

増加

現状維持

増加

労働量
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１．節の概要 ※●は評価主体

計 6 0

7

8

9

実績 実績

一次（一般介護）予防事業参加者率
40.40% ― ―

③

①

②

④

1

担当課
事業費（千円）

総合評価R2年度

章（施策の柱）

分野別将来目標
（１０年後の八潮

市では）

施策評価シート（対象：R2年度実施施策)

節
健康福祉部

担当部
2
6

健康福祉・子育て
安心して暮らせ活躍できる長寿社会づくり

●

２．実施結果

総合計画の体系

96,355,716

― ― ― ―

長寿介護課

事務事業数
概ね順調

0

― ― 41.00% ― ― ― ― 42.00%

― 42.2％ 43.3% 23.6％

3 長寿介護課

20.6％ 7.1％

0

1社会参加の促進と生きがいづくり
高齢者が安心して暮らすことができる環境の整備

介護保険サービスの充実

地域支援事業の推進

施策の内容

51,471 1

4

5

2 155,466 04

3

1

5,929,997

218,782

2

3

長寿介護課

長寿介護課3

遅れ

1

1

1

0

順調
0

0

6

成果指標
 現状値 H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標計画・目標計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標

実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績

要介護等認定者出現率（後期高齢者）
24.50% ― ― ― ― 24.50% ― ― ― ― 24.50%

― 24.0％ 23.8% 23.3％ 23.5％ 23.4％

⑤
― ― ― ― ― ― ― ―

―

老人クラブ会員数
1,929人 ― ― ― ― 2,040人 ― ― ― ― 2,140人

― 1,847人 1,795人 1,749人

高齢者が安心して暮らせ、健康で生きがいをもって、住み
慣れた地域で自立した生活を送っています。また、介護が
必要な高齢者を市民ぐるみで支え合えるまちとなっていま
す。

基本目標

市民が日頃から健康づくりやスポーツに取り組み、健やかに暮らし
ています。病気やけがの際に安心して治療を受けられ、介護が必要
になっても適切に介護サービスを受けることができます。
また、年齢や所得、障がいの有無にかかわらず、誰もが地域の支え
合いの中でいきいきと暮らしています。
ライフスタイルに応じて子どもを安心して産み育てられる仕組み
や、地域で子どもを見守る環境が整い、若い世代が八潮市に魅力を
感じて暮らせるまちとなっています。

― ― ― ―

―

1,663人 1,568人
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（説明） 現状のまま推進 見直して推進 大幅に見直して推進

重点化(拡充) 縮小 その他

（説明）

課題はほとんどない ある程度課題がある 大きな課題がある

※施策（節）を推進する上で、次年度重点的に取り組む事業を5事業まで抽出

☆☆☆：順調（最終目標達成に向け、順調に成果があがっている） ☆：遅れ（このままでは、最終目標の達成が難しい）

☆☆：概ね順調（最終目標達成に向け、やや遅れているが概ね順調）

評価者名節

総合評価 02

健康福祉部

事務事業
節

評価主体が
推進する
施策の概要

４．節の評価（部が展開する節の総合評価）

①社会参加の推進と生きがいづくり：高齢者の孤立化対策の一環
として地域との交流や世代間交流を図ることを目的に、学校給食
を利用した「ふれあい共食」は、新型コロナウイルス感染拡大の
影響で中止。②高齢者が安心して暮らすことができる環境の整
備：安否確認と栄養バランスの取れた食事を提供する「安否確
認・配食サービス」を165名、17,251食実施。③地域支援事業の推
進：認知症の方やその家族、地域住民、専門職、ボランティア等
が参加し集う場である「オレンジカフェ」を計4か所で23回開催、
延べ300人参加。④介護保険サービスの充実：介護サービス給付
費、介護予防サービス給付費ともに対前年度比103％と増加し、介
護保険サービスが必要な方への適正な給付に努めた。

超高齢社会を迎え、本市における65歳以上の高齢者人口は20,926
人（令和2年10月1日）で、高齢化率は22.64％。
さらに、要介護認定率の高まる75歳以上の高齢者数は10,500人、
割合は11.36％となっており、団塊の世代が75歳になる2025年に
は、その割合がさらに増えることが予想される。
施策の展開に当たっては、こうした状況を踏まえ、①社会参加の
促進と生きがいづくり（老人クラブ活動、八潮市シルバー人材セ
ンターによる就業機会など）を推進し、②地域支援事業の推進で
は、フレイルチェック測定会や介護予防教室の実施、また地域で
の支えあい体制づくりを推進するとともに、地域包括ケアシステ
ムの段階的な構築に向けて取り組むなど、第8期八潮市高齢者保
健福祉計画・介護保険事業計画に基づき、各種事業を着実に実施
する方針である。

6

2

1

香山　庸子
①社会参加の促進と生きがいづくり：高齢者が個々のニーズに即した活動を選択できるよう情報提供に努めるとともに、八潮市社会福祉協議会や八潮
市シルバー人材センター、老人クラブ連合会等の団体との連携を推進します。②高齢者が安心して暮らすことができる環境の整備：高齢者が安心して
生活を送ることができるよう高齢者在宅支援サービスや住まいの支援を充実します。③地域支援事業の推進：介護予防や日常生活支援サービスを充実
するとともに、地域課題の把握や解決に向けた支援を行う地域ケア体制を充実します。また、地域での支えあい体制づくりを推進するとともに、地域
包括ケアシステムの構築に取り組みます。④介護保険サービスの充実：介護保険制度に基づく居宅サービス、地域密着型サービス及び施設サービスの
充実を図るため、介護基盤整備を促進します。また、サービスの質の維持・向上、介護保険制度の安定的な運営に努めます。

施策の
展開方針

安心して暮らせ活躍できる長寿社会づくり

06

３．節の分析（部が展開する節の分析）

課題

章（施策の柱）総合計画
の体系

健康福祉・子育て

施策の
実施状況

老人福祉センター運営事業

06

03

4 01

超高齢社会の中で、ひとり暮らし高齢者や高齢者世帯が増加する
中で、要介護状態になっても安心して生活できる介護保険サービ
スの基盤整備や、住み慣れた地域で安心して生活が送れるよう
「地域包括ケアシステム」を段階的に構築することが求められて
いる。また、認知症施策や徘徊高齢者家族支援の充実が課題と
なっている。

06

5

社会参加の促進と生きがいづくり

02

高齢者在宅福祉サービス事業02

方向性

02

評価主体（部名）

04

第7期八潮市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画に基づいて事
業を実施するとともに、第7期事業計画で定めた新規事業や拡充事
業を中心に取組を実施した。特に、フレイルチェック事業では、
県内初のフレイルチェック測定会を開始するなど介護予防の推進
が図れた。

５．今後の方針（部が展開する節の方針）

●

評価理由

■重点事業（部で5事業まで）

●

施策の内容
施策

施策コード

章

■

2

3

02

06

☆☆☆
順調

介護保険サービスの充実 介護保険運営事業

高齢者が安心して暮らすことができる環境の整備

地域支援事業の推進 地域支援事業
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※■は評価主体を表す

4 ■

3 ■

0 ■

0 ■

0 ■

2 ■

1 ■

0 ■

0 ■

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

現状維持

健康福祉部

長寿介護課

現状のまま継続

51,471

現状維持

☆☆
現状のまま継続

☆☆

増加

現状維持健康福祉部

【別紙】節を構成する事務事業の評価結果（対象年度R2年度）

主
体 担当部 担当課

現状維持

長寿介護課

長寿介護課

現状維持14,632

見直して継続 現状維持

☆☆

☆☆長寿介護課

☆☆☆

長寿介護課

長寿介護課

健康福祉部

06

06

○

NO.1

○

見直して継続

02 　高齢者支援事業

公
約

06

02

02

01

健康福祉部

○

218,782

長寿介護課

健康福祉部

健康福祉部

06 03

02

02

02

（決算額：千円）

4,515

健康福祉部

健康福祉部

健康福祉部

長寿介護課

地域支援事業

04 介護保険運営事業

介護保険低所得者対策特別事業

介護給付費等法定負担事務

06

章 施策節
戦
略

長寿祝金支給事業

老人援護措置・権利擁護事業

主
要

施策コード

06

高齢者在宅福祉サービス事業

事務事業名

老人福祉センター運営事業

06

02

02

0202

02

06

06

02

04

02

04

部の事業費計6,355,715

増加

－ 現状のまま継続

現状のまま継続9,976

25,627 見直して継続

○

○

現状のまま継続

5,037,972

長寿介護課 ☆☆☆○

【課題】―：課題はほとんどない，○：ある程度課題がある，●：大きな課題がある　/【総合評価】☆☆☆：順調，☆☆：概ね順調，☆：遅れ

☆☆

R2年度事業費
総合評価

○

増加 増加

☆☆

増加

○

☆☆☆

増加現状のまま継続

現状維持

増加

課題

882,049

110,692

事業費

投入資源
方向性

現状維持

現状維持

現状維持

現状維持

労働量

60



１．節の概要 ※●は評価主体

計 8 0

7

8

9

実績 実績

特定相談支援事業所及び障がい児相談支援
事業所数

2か所 ― ―

③

①

②

④

1

担当課
事業費（千円）

総合評価R2年度

章（施策の柱）

分野別将来目標
（１０年後の八潮

市では）

施策評価シート（対象：R2年度実施施策)

節
子育て福祉部

担当部
2
7

健康福祉・子育て
障がい者の安心を支える社会づくり

●

２．実施結果

総合計画の体系

151,960,407

― ― ― ―

障がい福祉課

事務事業数
概ね順調

3

― ― 6か所 ― ― ― ― 10か所

― 3か所 3か所 4か所

0 障がい福祉課

5か所 5か所

0

3在宅福祉サービスの充実

障がい者（児）施設・住環境の整備

社会参加の促進

障がい児等の早期療育の充実

安全、安心のまちづくりの推進

施策の内容

16,681

1,407,656 6

4

5

2 141,786 03

2

2

2

3,130

391,154

00

1

障がい福祉課

7

障がい福祉課

保育課、障がい福祉課3

遅れ

2

2

3

1

0

順調
0

0

6

成果指標
 現状値 H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標計画・目標計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標

実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績

障がい者（児）に対する障がい福祉サービ
ス及び障がい児通所給付の利用割合

8.50% ― ― ― ― 9.80% ― ― ― ― 10.30%

― 0.135 0.155 0.169 0.174 0.184

⑤
― ― ― ― ― ― ― ―

―

就労支援センター登録者の就労率
33.70% ― ― ― ― 41% ― ― ― ― 46%

― 40.7％ 43.6% 45.6%

障がいのある人が、自分に適したサービスを自ら選び、地
域の中で自立して生活しています。また、障がいのある人
が、障がいのない人とともに社会の様々な分野に積極的に
参加し、かけがえのない個人として尊重される地域の中で
生活しています。

基本目標

市民が日頃から健康づくりやスポーツに取り組み、健やかに暮らし
ています。病気やけがの際に安心して治療を受けられ、介護が必要
になっても適切に介護サービスを受けることができます。
また、年齢や所得、障がいの有無にかかわらず、誰もが地域の支え
合いの中でいきいきと暮らしています。
ライフスタイルに応じて子どもを安心して産み育てられる仕組み
や、地域で子どもを見守る環境が整い、若い世代が八潮市に魅力を
感じて暮らせるまちとなっています。

― ― ― ―

―

41.1% 44.5%
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（説明） 現状のまま推進 見直して推進 大幅に見直して推進

重点化(拡充) 縮小 その他

（説明）

課題はほとんどない ある程度課題がある 大きな課題がある

※施策（節）を推進する上で、次年度重点的に取り組む事業を5事業まで抽出

☆☆☆：順調（最終目標達成に向け、順調に成果があがっている） ☆：遅れ（このままでは、最終目標の達成が難しい）

☆☆：概ね順調（最終目標達成に向け、やや遅れているが概ね順調）

評価者名節

総合評価 02

子育て福祉部

事務事業
節

評価主体が
推進する
施策の概要

４．節の評価（部が展開する節の総合評価）

①基幹相談支援センターを中心に相談体制の強化を図った。②障
がい者福祉施設や地域活動支援センターにおいて日中活動の場の
提供を行った。③障がい児通所サービスを提供するとともに、発
達支援の巡回事業を実施して、障がいの早期療育に努めた。④自
立支援協議会の専門部会である「はたらく部会」において事業所
の連携強化を図るとともに、就労支援センターの民間委託を実施
した。⑤障害者差別解消法、手話言語条例、ヘルプカード・ヘル
プマークの周知、普及に努めた。

第７次八潮市障がい者行動計画・第６期八潮市障がい福祉計画
（計画期間：令和３年度～令和５年度）に基づき、各種障がい者
支援施策を進める。障がい者の生活を地域全体で支えるサービス
提供体制の強化に努める。

7

2

1

津村　哲郎
①在宅福祉サービスの充実→障がい福祉サービスや在宅福祉サービスを充実するとともに、関係機関と連携して相談体制の整備を行う。
②障がい者（児）施設・住環境の整備→障がいのある人の日中活動の場の確保と充実に努め、生活しやすい住環境づくりを促進する。
③障がい児等の早期療育の充実→乳幼児健診等により、障がいの早期発見に努め、障がいの状況に応じた適切な指導、訓練の実施に努める。
④社会参加の促進→障がい者の就労支援を行うとともに、障がいのある人が文化やスポーツ活動を通じて障がいのない人との交流を促進する。
⑤安全、安心のまちづくりの推進→移動手段の確保、建築物や道路、公共交通機関のバリアフリー化を進めるとともに、障がいのある人の権利保護に
努める。

施策の
展開方針

障がい者の安心を支える社会づくり

07

３．節の分析（部が展開する節の分析）

課題

章（施策の柱）総合計画
の体系

健康福祉・子育て

施策の
実施状況

04

4

障がい者の重度化、高齢化や「親亡き後」を見据えた、地域支援
の体制（地域生活支援拠点の整備）を構築していく必要がある。

5

02

方向性

評価主体（部名）

01

第６次障がい者行動計画・第５期障がい福祉計画に基づき、福祉
施策を実施した。自立支援協議会の各専門部会等を通じて、市内
事業所の情報共有・連携強化に努めるとともに、地域で安心して
暮らせるまちづくりの整備に努めた。今後さらに、地域支援を強
化していくため、地域生活支援拠点の整備を進めていく必要があ
り、こうした状況を勘案し、概ね順調とした。

５．今後の方針（部が展開する節の方針）

●

評価理由

■重点事業（部で5事業まで）

施策の内容
施策

施策コード

章

●

2

3

07

☆☆
概ね順調

在宅福祉サービスの充実 障がい者総合支援事業

社会参加の促進 障がい者就労支援事業
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※■は評価主体を表す

1 ■

0 ■

0 ■

0 ■

0 ■

0 ■

0 ■

0 ■

0 ■

0 ■

0 ■

0 ■

2 ■

0 ■

0 ■

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

現状維持

子育て福祉部

子育て福祉部

障がい福祉課

現状のまま継続

1,161,967

現状維持

☆☆
現状のまま継続

☆☆☆

現状維持

現状維持子育て福祉部

子育て福祉部

子育て福祉部

【別紙】節を構成する事務事業の評価結果（対象年度R2年度）

主
体 担当部 担当課

増加

障がい福祉課

障がい福祉課

増加164,279
現状のまま継続 増加

☆☆☆

☆☆☆障がい福祉課

☆☆☆

障がい福祉課

障がい福祉課

子育て福祉部

07

07

○

NO.1

－

見直して継続

02 障がい者援護措置事業

公
約

07

02

02

01

子育て福祉部

○

5,975

障がい福祉課

子育て福祉部

子育て福祉部

07 01

02

02

02

（決算額：千円）

64,920

子育て福祉部

子育て福祉部

子育て福祉部

子育て福祉部

子育て福祉部

子育て福祉部

障がい福祉課

障がい福祉課

■

障がい者行動計画・障がい福祉計画推進事業

02

02

障がい者移動等支援事業

■地域活動支援センター事業

04

障がい者福祉施設運営事業

障がい児発達支援事業

障がい者修学資金助成事業

重症心身障がい児施設補助事業

07

章 施策節
戦
略

■

心身障がい児訓練事業03

07 05

07

重度心身障がい者医療費支給事業

07 03

07

05

0402

02 07

02

障がい者就労支援事業

02

07

障がい者手当支給事業

主
要

施策コード

07

障がい者在宅生活支援事業

事務事業名

障がい者総合支援事業

07

02

02

01

0102

02

07

07

01

02

ノーマライゼーション等推進事業

01

02

部の事業費計1,960,408

○

○

☆☆

☆☆ 増加

現状維持

現状維持

○ 見直して継続

現状のまま継続

354

障がい福祉課

障がい福祉課

障がい福祉課

現状維持

障がい福祉課

22,516

8,517 現状のまま継続

－

－

現状のまま継続

現状のまま継続

現状のまま継続

390,035

110,860

保育課

16,327

1,119

390

☆☆

☆☆

障がい福祉課 ☆☆☆

－

○

☆☆☆

○

－

☆☆

現状のまま継続

見直して継続

見直して継続

【課題】―：課題はほとんどない，○：ある程度課題がある，●：大きな課題がある　/【総合評価】☆☆☆：順調，☆☆：概ね順調，☆：遅れ

☆☆

R2年度事業費
総合評価

○

現状維持現状維持

現状維持

現状維持

増加 増加

現状維持

増加

☆☆

現状維持

－

現状のまま継続○

☆☆☆

現状維持現状のまま継続

増加

現状維持

課題

増加

現状維持

8,411

1,997

2,740

増加

事業費

投入資源
方向性

現状維持

現状維持

現状維持

現状維持

労働量
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１．節の概要 ※●は評価主体

計

子育てを社会的に支援する体制づくりが進み、充実した保
育サービスが受けられることで、安心して子育てができる
環境になっています。
児童手当やこども医療費の支給により、子育て世帯の生活
が安定するとともに、子どもの保健の向上と福祉の増進が
図られています。
児童虐待防止対策により、保護者の育児不安が軽減され、
子どもが安心して生活しています。

基本目標

市民が日頃から健康づくりやスポーツに取り組み、健やかに暮らし
ています。病気やけがの際に安心して治療を受けられ、介護が必要
になっても適切に介護サービスを受けることができます。
また、年齢や所得、障がいの有無にかかわらず、誰もが地域の支え
合いの中でいきいきと暮らしています。
ライフスタイルに応じて子どもを安心して産み育てられる仕組み
や、地域で子どもを見守る環境が整い、若い世代が八潮市に魅力を
感じて暮らせるまちとなっています。

― ― ― ―

―

⑤
― ― ― ― ― ― ― ―

―

― ― ― ― ― ― ― ―

―

地域子育て支援拠点の整備数
（「八潮市子ども・子育て支援事業計画」にお
ける地域子育て支援拠点の量の見込みに基づ
く）

6か所 ― ― ― ― 7か所 ― ― ― ― 7か所

― 6か所 6か所 7か所 7か所 7か所

成果指標
 現状値 H28年度 H29年度 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標計画・目標計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標 計画・目標

実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績 実績

子育て支援課

保育課3

遅れ

2

0

3

1

0

順調
0

0

6

1

1

子育て支援課

13

0

2子育て支援の推進

保育施設の整備

要保護児童対策の推進

保育内容の充実

ひとり親家庭等の支援の推進

施策の内容

469,804

2,145,822 10

4

5

2 2,171,536 06

1

2

2

10,426

397,462

0

子育て支援課

事務事業数
概ね順調

8

― ― 1,183人 ― ― ― ― 1,183人

― 1,057人 1,057人 1,331人

3 子育て支援課、保育課

1,614人 1,620人

章（施策の柱）

分野別将来目標
（１０年後の八潮

市では）

施策評価シート（対象：R2年度実施施策)

節
子育て福祉部

担当部
2
8

健康福祉・子育て
全ての子どもの幸せづくり

●

２．実施結果

総合計画の体系

215,195,050

― ― ― ―

8

9

実績 実績

保育所等施設の確保提供量
（「八潮市子ども・子育て支援事業計画」
における保育の量の見込みに基づく）

995人 ― ―

③

①

②

④

1

担当課
事業費（千円）

総合評価R2年度

8 0

7
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（説明） 現状のまま推進 見直して推進 大幅に見直して推進

重点化(拡充) 縮小 その他

（説明）

課題はほとんどない ある程度課題がある 大きな課題がある

※施策（節）を推進する上で、次年度重点的に取り組む事業を5事業まで抽出

☆☆☆：順調（最終目標達成に向け、順調に成果があがっている） ☆：遅れ（このままでは、最終目標の達成が難しい）

☆☆：概ね順調（最終目標達成に向け、やや遅れているが概ね順調）

評価者名節

総合評価

子育て福祉部

事務事業
節

評価主体が
推進する
施策の概要

４．節の評価（部が展開する節の総合評価）

(1)子育て支援の推進では、母乳育児支援給付金支給事業を開始し
たほか、誕生祝い金や児童手当等の経済的支援を実施した。
(2)保育施設の整備では、需要増加の対応のため、認可保育所1か
所、小規模保育施設1か所、放課後児童クラブ1か所を整備した。
(3)保育内容の充実では、障がい児保育等の実施をするとともに、
民間放課後児童クラブの開所時間延長について検討した。
(4)要保護児童対策の推進では、養育支援訪問事業を実施するとと
もに、要保護児童対策地域協議会を中心に、関係機関と連携し、
児童虐待防止対策に取り組んだ。
(5)ひとり親家庭等の支援の推進では、児童扶養手当の支給、ひと
り親家庭等への医療費を支給した。

・「第２期八潮市子ども・子育て支援事業計画」に基づき、教
育・保育及び地域子ども・子育て支援事業等について、八潮市子
ども・子育て支援審議会で報告することにより進行管理を行う。
・子育てひろばの充実を図るため、直営2か所（やわた子育てひ
ろば、だいばら子育てひろば）の民間委託を検討する。
・子育て世代の流入、女性就業率の上昇、今後予定されている幼
保無償化などから保育需要が見込まれるため、保育所等の整備を
検討する。また、幼稚園による預かり保育や企業主導型保育の活
用等、新たな待機児童対策について検討する。さらに、増加傾向
にある駅周辺の保育需要に対応するため、送迎保育サービスの充
実を検討する。
・児童虐待防止施策の充実を図るため、精神保健福祉士・保健師
等の専門職の配置を検討する。
・保育内容の充実を図るため、直営の放課後児童クラブについ
て、民間事業者を活用した運営等を検討する。

8

2

1

津村　哲郎

(1)子育て支援の推進：地域子ども・子育て支援事業を充実する。こども医療費や児童手当、誕生祝金を支給する。
(2)保育施設の整備：保育・学童保育の需要増に対応するため、認可保育所や学童保育所の整備を検討する。
(3)保育内容の充実：障がい児保育、延長保育、学童保育所等の多種多様な保育内容を充実し、保護者の子育てにおける負担を軽減する。
(4)要保護児童対策の推進：相談・支援体制を強化し、市民、関係機関、行政相互の協力体制を整備する。
(5)ひとり親家庭等の支援の推進：ひとり親家庭等の自立に向け、総合的な支援を充実する。

施策の
展開方針

全ての子どもの幸せづくり

３．節の分析（部が展開する節の分析）

課題

章（施策の柱）総合計画
の体系

健康福祉・子育て

施策の
実施状況

4

(1)子育て支援の推進では、直営の子育てひろばの民間委託による
運営の充実や、子育て応援ナビによる子育て情報の提供の充実を
図る必要がある。
(2)保育施設の整備では、子育て世帯の流入や女性就業率の上昇、
幼保無償化の影響などから保育所及び放課後児童クラブの需要の
増加が見込まれるため、更なる整備を検討する必要がある。
(3)保育内容の充実では、平成29年3月に改定された保育所保育指
針に基づき、保育内容の充実を図るとともに、入所児童の安全・
安心を確保するため、保育所の指導監査の強化及び民間放課後児
童クラブの開所時間の延長について検討していく必要がある。
(4)要保護児童対策の推進では、精神保健福祉士・保育士等の専門
職を配置し、要支援家庭の支援の充実を図る必要がある。

5

方向性

評価主体（部名）

(1)ほっとステーションに子育てひろば、利用者支援、ホームス
タート、ファミサポの4事業を集約し、利用者が増加している。
(2)要保護児童対策地域協議会における情報共有や適切な支援の実
施により、深刻な児童虐待の事案が発生していない。
(3)こども医療費や児童手当等の支給を適切に行っている。
(4)駅周辺の保育所及び放課後児童クラブのニーズの増加に対応し
た保育施設等の整備を行った。

５．今後の方針（部が展開する節の方針）

●

評価理由

■重点事業（部で5事業まで）

●

■

施策の内容
施策

施策コード

章

2

3

☆☆☆
順調
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※■は評価主体を表す

0 ■

0 ■

0 ■

0 ■

0 ■

0 ■

0 ■

0 ■

0 ■

0 ■

0 ■

0 ■

0 ■

0 ■

0 ■

0 ■

0 ■

0 ■

0 ■

0 ■

0 ■

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

現状維持

子育て福祉部

子育て福祉部

子育て支援課

見直して継続

218

現状維持

☆☆
現状のまま継続

☆☆☆

現状維持

現状維持

子育て福祉部

子育て福祉部

子育て福祉部

子育て福祉部

【別紙】節を構成する事務事業の評価結果（対象年度R2年度）

主
体 担当部 担当課

増加

子育て支援課

子育て支援課■

現状維持4,225

見直して継続 増加

☆☆☆

☆☆☆子育て支援課

☆☆☆

子育て支援課

子育て支援課

子育て福祉部

08 ■

08

○

NO.1

○

現状のまま継続

02 こども医療費支給事業

公
約

08

02

02

01

子育て福祉部

○

1,683,112

子育て支援課

子育て福祉部

■

子育て福祉部

■ 子育て福祉部

子育て福祉部

08 01

02

02

02

■

（決算額：千円）

33,681

子育て福祉部

子育て福祉部

子育て福祉部

子育て福祉部

■

■

子育て福祉部

子育て福祉部

子育て福祉部

子育て福祉部

子育て福祉部

■

■

■

■

子育て支援課

子育て支援課

保育課

子育て支援課

保育課

子育て支援課

■

■

■

児童手当支給事業

■

02

■

■

児童館運営事業

01

放課後児童健全育成施設整備事業 ■

■ホームスタート事業

02

利用者支援事業

保育所管理運営事業08

02

病児保育事業

保育所整備事業

こども誕生応援事業

08

章 施策節
戦
略

■

■

■

認定こども園事業02

08 02

08

ファミリー・サポート・センター事業

08 01

08

02

02

02

0202

02 08

08

03

02

■ひとり親家庭等支援事業

04

03

04

認可保育所委託事業

02

08

02 08

08

02

08

02

学童保育所管理運営事業

要保護児童対策事業

0508

家庭児童相談室運営事業

地域子育て支援拠点事業

主
要

施策コード

08

子育て支援事業

事務事業名

赤ちゃんの駅整備事業

08

02

02

01

0102

02

08

08

01

01

小規模保育事業

02

01

01

見直して継続

部の事業費計5,195,049

子育て支援課

☆☆●

増加

○

☆☆

○

○

484

469,804

19

☆☆☆

10,407

☆☆☆

見直して継続☆☆☆

☆☆ 増加

現状維持

増加

○ 現状のまま継続

現状のまま継続

467,179

○

保育課

203,576

☆☆☆

子育て支援課

保育課

子育て支援課

増加

○

○

現状維持

現状のまま継続

○

子育て支援課

8,054

69,262

現状のまま継続☆☆

現状のまま継続

○

○

現状のまま継続

現状のまま継続

現状のまま継続

現状のまま継続

15,006

2,085

保育課

4,000

175,418

160,837

☆☆

☆☆☆

子育て支援課 ☆☆☆

○

○

☆☆☆

○

－

☆☆

現状のまま継続

見直して継続

現状のまま継続

増加

増加 増加

増加

増加増加

増加見直して継続

193,886

【課題】―：課題はほとんどない，○：ある程度課題がある，●：大きな課題がある　/【総合評価】☆☆☆：順調，☆☆：概ね順調，☆：遅れ

☆☆☆

R2年度事業費
総合評価

○

現状維持現状維持

増加

現状維持

現状維持 現状維持

現状維持

現状維持

☆☆☆

現状維持

－

現状のまま継続○

☆☆

現状維持現状のまま継続

現状維持

現状維持

課題

現状維持

増加

25,269

304,909

1,363,619

増加

事業費

投入資源
方向性

現状維持

削減

現状維持

現状維持

現状維持

増加

増加

労働量
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